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次 郎左衛 門が 野 州 佐 野の 宿 を 出る 朝 は 一 面に 白い 

霜が 降りて いた。 彼に 伴う もの は 彼 自身の さびしい 影 

と、 忠実な 下男の 治 六 だけであった。 彼 は そのほかに 

むら まさ きょうほう 

千両の 金と 村 正の 刀と を 持って いた。 享保 三年の 冬 

は 暖かい 日が 多かった ので、 不運な 彼 も 江戸 入りまで 

は 都合の いい 旅 をつ づけて 来た。 日本 橋 馬 喰 町の 佐 野 

屋が 定宿で、 主と 家来 はこ こに 草鞋の 紐 を 解いた。 

「当分 御 逗留で ござります か」 

き らいはる 

宿の 亭主に 訊かれた 時に、 次 郎左衛 門 は 来春まで 御 



ている 間 は、 若い 次 郎左衛 門 はさす がに 幾らか 遠慮し 

まん 寸 

ている らしい 様子 も 見えた が、 その 父が 六十 一の 本卦 

がえ り を 済まさないで 死んだ のち は、 もう 誰に 憚る 

わきざし つか 

ところ もない。 二 代 目の 次 郎左衛 門 は 長い 脇 指の 柄 を 

そらして、 方々 の 賭場へ 大手 を 振って 入り込んだ。 父 

が 三回忌の 法事 を 檀那寺で 立派に 営んだ 時には、 子分 

らしい 者が 大勢 手伝いに 来て いて、 田舎 かたぎの 親類 

たち を 驚かした。 足 利の 姉 は 涙 を こぼして 帰った。 そ 

れは次 郎左衛 門が 二十 二の 春であった。 

次 郎左衛 門に は 栃木の 町に ^ 許婚 の 娘が あつたが、 

そんな わけで 破談と なった。 妾 を 二、 三人 取り替え 



たこと はあった が、 一度 も 本妻 を 迎えた こと はな かつ 

た。 いかに 大家で も 旧家で も、 今の 次 郎左衛 門に 対し 

て 相当の 家から 娘 を くれる 害はなかった。 次 郎左衛 門 

や ぼ 

の 方で も 野暮が たい 田舎娘な ど を 貰う 気はなかった。 

彼 はい つまで も 独身で 気ままに 暮らして いた。 

彼 は 博奕 場へ 入り込む ようにな つてから、 ある 浪人 

者に 就いて 了 $不 乱に 剣術 を 習った。 その 動機 はこう 

であった。 あるとき 博奕 場で 他の 者と 論争 を 始める と、 

相手 は 腕 を まくつ てこう 言った。 

「いくら 佐 野のお 大尽 さまで も、 こうな り や あ 腕づく 

だ。 腕で 来い」 



ないで みんな 逃げて しまった。 

父が 死んだ のちの 彼 はもう 唯の 百姓ではなかった。 

彼 はむしろ 博奕打ち として 世間から 認められ ていた。 

彼 も それ を 得意と していた。 しかし 彼は大 親分と 立て 

られ るよう な 徳望に かけて いたので、 相当の 子分 を も 

ちながら 彼の 緦張リ 内 は 余りに 拡げられなかった。 子 

分に も 片腕に なって 働く ような 者が 一 人 もで きな かつ 

た。 彼 は いつまでも 孤立の 頼りない 地位に 立って いた。 

彼は吝 でない ので、 ずいぶん 思い切って 金を遣った。 

しかも その 緦 張り は 余り 広くない ので、 収支が とても 

R わない。 彼の 身代 はます ます 削られて ゆく ばかり 



す を 聞いた こと もあった。 待合いの 辻の 宵に ほたる を 

買った こと もあった。 彼 は 三月の 末から 七月の 初めへ 

かけて 百日 ほど も 八橋に 逢い 通した。 金が つづかない 

ので、 国から 幾度 も 取り寄せた。 

「旦那 さま、 盆が まいります ぞ。 いい加減に 戻らつ 

しゃい」 と、 治 六 も 呆れて たびたび 催促した ので、 次 

うらぼん 

郎左衛 門 もさ すが に 気が付い たらしく、 盂蘭盆 まえ に 

一 旦 帰る- とに な つ た。 

帰って 見る と、 百日 あまりの 留守の 間に 子分 どもの 

多く は 散って しまった。 自分の 緦 張り 内 は 大抵 他人に 

踏み荒らされ ていた。 いつもの 次 郎左衛 門なら ばと て 



前に ひとまず 国に 帰る ことにな つた。 帰る 時に 次郎左 

衛門は 宿の 亭主に 言った。 

「ことしの 内に また 来る かも 知れません」 

「お急ぎの 御用が あれば 格別、 今年 はま あ 在所に 御 辛 

抱な すって、 また 来春 お出でなさい まし」 と、 亭主 は 

言った。 

わらじ 

次 郎左衛 門 は 唯 にゃにゃ 笑いながら 草鞋の 紐 を 結ん 

で 出た。 それが 果たして 今年の 内に 出直して 来た。 し 

かも 佐野屋 〔# 「佐 野屋」 は ママ U の 家 は 潰れて しまった 

と いうので あった。 亭主 も 夢の ように 思われて ならな 

かった。 



(午後 十 時) の 鐘 を 聴いて いた。 治 六 は 旅の 疲れで も 

う 正体 もな く 寝入って しまったら しいが、 彼の 眼 は 冴 

えていた。 彼 は 蒲団の 上に 起き直って、 両手 を 膝に 置 

いて じっと 考えて いた。 師走の 江戸の 町に は、 まだ 往 

来の 足音が 絶えなかった。 今夜の 霜の 強いの を 悲しむ 

ように、 屋根の 上 を 雁が 鳴いて 通った。 

次 郎左衛 門 も 今夜 はすぐ に吉 原へ 行かなかった。 あ 

さかやき 

した は 月 代で もして、 それから 改めて 出かける つもり 

であった。 もう 再び 故郷の 佐 野へ は 帰らない。 江戸に 

根 を 据えて しまう 覚悟で あるから、 さすがに 一 夜 を 争 

うに も 及ばない と 思った。 勿論、 八橋が 恋しい に は 相 



に は 十分の 冷たい 水で あると 彼 は 考えて いた。 彼 は 今 

夜 それ を 残らず 打ち明けた。 そうして、 もともとが 気 

おとこ 

晴らしの 遊びで あるから、 女に 情夫が あろうが 亭主が 

あろうが、 別に かけ かまい はない ような ものであるが 

こっち も そのつ もりで 腹 を 締めて 掛からな いと、 飛ん 

だ 馬鹿を見る ことに もなる。 吉 原へ 行く の もい いが、 

よく そのつ もりで いて 貰いたい と 言った。 

「おめえ さま も 昔と は 違う 身分 だ。 千両の 金 をな くし 

てし まえば、 乞食す るより ほか は あるめえ。 主人と 家 

みかわ まんざい 

来が 二人つな が つて 三 河 万歳 もで きめえ から、 よつ く 

そ こら も考げ えて 下せえ ましよ I 



も 諦め を 付けて いた。 

二人が 駕籠で 廓へ 飛ばせた の は 昼の 八つ (午後 二 

時) を 少し 過ぎた 頃であった。 雷 門の 前まで 来る と、 

次 郎左衛 門 を 乗せた 駕籠 屋の 先棒が 草鞋の 緒 を 踏み 

切った。 その 草鞋 を 穿き 替えて いる 間に、 次 郎左衛 門 

は垂 簾の あいだから 師走の 広小路の 賑わい を 眺めて い 

た が 、 やが て 何 を 見付けた か 急 に 駕籠 を 出 る と 言 つ た 。 

駕籠 を 出る と、 彼 は 小 走りに 龃 けて 行った。 呼び 止 

めら れ たの は、 編 笠 を かぶった 若い 男であった。 

「栄 之丞 さん じゃあ ございま せんか」 

編 笠の 男 は 宝生 栄之丞 であった。 



れで 八橋 はじれ 切って いる 矢先へ、 あいにくに また 悪 

いこと が 耳に はいった。 店の 若い者の 伊之助が さっき 

うまみち 

馬 道まで 使いに 出て、 そのつ いでに 観音 さまへ 参詣に 

ゆく と、 仲 見 世で 栄之丞 にばったり 出逢った。 むこう 

は 笠 を 傾けて 挨拶 もせずに 行き過ぎ たが、 たしかに そ 

うち なに ごころ 

の 人ら しか つたと 家へ 帰つ てから 何 心 なくし やべ つ 

力. kp ろ 

ていたの を、 禿の 八千代が 立ち聞きして、 それ を 八橋 

に 訴えた。 八橋 は赫 となった。 病気で 外へ も 出られな 

いという 者が、 この 寒い 風に 吹かれて 仲 見 世 あたり を 

うろつい ている 害がない。 病気 は噓に 相違ない。 そん 

な噓 をつ いてまで も、 ここへ 足踏み をし ないから は、 



得の 晴着と なった のであった。 いくら 奉公で も 若い 女 

が 着の み 着の ままで は 目 見得に も 行かれない。 これ も 

みんな 八橋のお 庇で あると、 お 光 は 今更の ように 有難 

がって いた。 

それが 今の 栄之丞 に は 心苦しく 思われて ならな かつ 

た。 彼 は 八橋と 縁 を 切りたい と 思って いた。 この 夏の 

初めに 八橋から 使いが 来て、 少し 用が あるから 是れか 

ら 直ぐに 来て くれとの ことで あ つ た。 

昼の 九つ (十二時) 過ぎで、 栄之丞 は 夏の 日 を 編 笠 

によけ ながら 出て 行く と、 八橋の 座敷に は 次 郎左衛 門 

が * 連 をして いた。 彼女 は 栄之丞 にさ さやいて、 次郎 



す こと を 怖ろ しく 感じた ので あ つ た。 

「ぬし も 気が 弱い。 なぜ あの 金 を 断 わって しまいなん 

したえ」 

八橋 は あとで 失望した ように 言った。 

「いや、 あの人 を 欺す の は 悪い。 ああい う 人 を 欺す と 

殺される ぞ」 と、 栄之丞 はおび えたよう に 言った。 八 

l_w ばた だ 笑 つ r- 、>ヒ。 

その 以来、 栄之丞 は 八橋に 近づく ことが なんだか^ 

になって 来た。 いかに ひと を 欺す のが 商売で も 八橋の 

仕方 は 余りに 大胆 だと 思った。 一面から いえば、 あま 

くるわ 

りに 残酷 だと も 思った。 廓の 水に 染みる と、 こう も 



の は、 師走の 二十四日の 四つ 頃 (午前 十 時) で、 彼 は 

近所の 銭湯へ 行って、 帰る とすぐ に 夕方まで 高い びき 

で 寝て しま つ た。 

「治 六さん。 相 変らず 長 逗留だった ね」 と、 佐 野屋の 

亭主が 顔 を しかめて ささやいた。 

「どうも 仕方が ねえ」 と、 治 六 も あきらめ たように 溜 

め 息をつい ていた。 しかした だ 諦めて はいられな いの 

で、 彼 は 亭主に なんとか いい 工夫 は あるまい かと 更に 

相談した。 

「いっそ、 その 花魁 を 請け出したら どうだろう」 

亭主 はしまい に そんな こと を 言い出した。 こういう 



で 大兵 庫屋の 花魁 を 請け出そう とした —— そんな こと 

が 世間へ きこえたら 廓 じゅうの 笑い草になる。 自分ば 

かりで はない、 八橋の 恥に もなる。 それ を 思う と、 彼 

は 胸が 煮え返る ように 腹立たし か つ た。 

「一年 まえの おれ だったら、 治 六の 奴め、 生かして 置 

くもの か」 と、 彼 はいき まいた。 

まったく 一年 まえの 彼で あったら、 憎い 治 六の 襟髪 

を摑ん で、 大道へ 引き摺り出して 踏み 殺す か。 又は 身 

を 放さない 村 正の 一 刀 を 引き抜いて、 彼 を まつ 一 一 つに 

断ち はなす か。 二つに 一 つの 成^ を 猶予す るよう な 次 

なが いとま 

郎左衛 門ではなかった。 十両の 金 を くれて 長の 暇 は、 



この 主人と して は 勿体ない ほどに 有難い 慈悲の 捌きで 

あった。 

もうこう なったら 男の 意地と しても、 彼 は 八橋 を 請 

け 出さなければ 顔が 立たない ように 思われた。 いかに 

あせっても その 金 はもう 出来ない と 思う と、 次 郎左衛 

門 はなんだ か 悲しくな つた。 現に ゆうべ も 八橋から、 

身請け をす るなら ばす るよう にして くれと 口説かれた _ 

自分 もこん な 所に 永く いたい こと はない。 まったく 自 

分 を 請け出して くれる 料簡が あるならば、 たとい 立派 

という ほどで なくと も、 人並の 引 祝い をして 廓 を 出ら 

れ るよう にして くれと、 彼女 はしみ じみ 言った。 



浅 草 寺の 五つ (午後 八 時) の 鐘 を 聴いて から、 次郎 

左 衛門は 暇 を 告げて 出た。 出る とや はり 吉 原が 恋しく 

なった。 

彼 は 大音寺 前の 細い 路を つたって、 堤の 方へ 暗い な 

か を 急いで 行った。 

威勢の いい 四手 駕籠が 次 郎左衛 門 を 追い越して 飛ん 

で 行った。 その 提灯の 灯が 七、 八 間 も 行き過ぎ たと 思 

う 頃に、 足早に 次 郎左衛 門の 後 をつ けて 来た 者が あつ 

た。 と 思う と、 抜 打ちの 太刀 風に 彼 は 早く も 身 を かわ 

した。 武芸の 心得の ある 彼は路 ばた の 立ち木 をう しろ 

にして、 闇 を 睨んで 叫んだ。 



「人 違 い で) J ざ いましょう」 

まったく 人違いであった のか、 あるいは こっちに 心 

得が あると 思った ため か、 相手 は 無言で 刃 を 引いて、 

もと 来た 方へ 一 散に 蚯 けて 行って しまった。 

九 

次 郎左衛 門 を 驚かした の は、 そのころ 折リ おりに 行 

なわれ る 辻斬りであった。 彭趣も 遺恨 もない 通りが か 

りの 人間 を 斬り 倒して、 刀の 斬れ 味 を 試す という 乱暴 

な 侍の いたずらであった。 一 刀で 斬り 損じる か、 もし 



く は 相手が 少し 手 ごわい と 見れば、 すぐに 刃 を 引いて 

逃げる のが 彼等の 習いであった、 次 郎左衛 門 も それ を 

知っていた。 

「辻斬り か、 栄之丞 か」 

彼 は 立ち 停まって 考えた。 しかし 場合が 場合 だけに、 

彼 は 栄之丞 を 疑った。 うわべ は 素直に 何もかも 承知し 

ておいて、 あとから 付けて 来て おれ を 闇 撃ちに する I 

I どうも それらし く 思われて ならな か つ た。 

もともと 今夜の 相談 は 自分の 方が 少し 無理で ある。 

無理 は 自分 も 万々 承知して いる。 しかし 無理なら ば 無 

理で、 なぜ 面と むかって 不承知 を 言わない。 おとなし 



そうな 顔 をして 万事 呑み込んで おきながら、 暗い 所で 

な 

おれ を 亡い 者に しょうと する。 どう 考えても 面白くな 

い 奴 だ。 弱い 奴 だ、 卑怯な 奴 だ、 憎い 奴 だと、 次郎左 

衛門は 腹立たしく なった。 

「よし、 これからもう 一度 引つ 返して 行って、 あいつ 

の 素っ首 を 叩き 落して やろう」 

彼 は むらむらとして、 ふた 足 三 足 行き かけた が 又 か 

んが えた。 あんな 意気地のない 奴で も 人 ひとり を 殺せ 

ば、 こっち も 罪 をき なければ ならない。 罪人に なった 

ら 八橋に も、 もう 逢えまい。 こう 思う と 彼の 張り詰め 

た 気 もまた くじけた。 ^々しいが 我慢す る 方が 無事で 



は 黙って ほほえんだ。 

あくる 朝、 次 郎左衛 門が 帰る 時に も、 八橋 は 茶屋 ま 

で 送って 来て、 身請けの こと を くれぐれも 頼んだ。 

「ほんとう ざます か」 と、 彼女 はこ こで も 念 を 押した _ 

「噓 はっかない」 と、 次 郎左衛 門 も 同じ 誓い をく りか 

えして 別れた。 

仲の 町に は 冬の 霜が 一 面に 白かった。 次 郎左衛 門 を 

乗せた 駕籠が 大門 を 出る と、 枝ば かりの 見返り 柳が 師 

走の 朝風に 痩せた 影 を ふるわせ ていた。 垂れ をお ろし 

ている 駕籠の 中 も 寒かった。 茶屋で 一 杯 飲んだ 朝酒 も 



た。 

芸妓 や 封 e 間が 囉し 立てて、 兵 庫屋の 二階 じゅうが 崩 

れ るよう な 騒ぎ の あいだに も、 彼 は と きど き に 涙ぐま 

れる ほど 寂し い y j とが あ つ た。 治 六 の y j とが 思 い 出さ 

いつ づけ ひる 

れ たりした。 元日から 七草まで 流連 をして、 八日の 午 

頃に 初めて 馬 喰 町の 宿へ 帰る と、 治 六 は 帳場の 前に 

坐って 亭主と 話して いた。 

「旦那 さま。 おめでとう ござります」 

治 六 はもとの 主人の 前に うやうやしく 手 をつ いた。 

「お 帰ん なさい まし」 と、 亭主 も 会釈した。 

それら を 耳に も 掛けない ように、 次 郎左衛 門 は 二階 



「申します。 堪忍して 下さい」 

彼女が 泣きながら 訴える の を 聞く と、 お 光の 奉公し 

ている 三河屋 のお 内儀さん は、 よん どころ ない 義理で 

むじん だいく じ 

二 十両 取りの 無尽に はいって いた。 きょうは 代 籤で そ 

れが 当った というので、 お 光 は 深 川まで その 金 を 受取 

りの 使いに やらされた。 昼間 だから 大丈夫 だ ろ うが 、 

それでも 気 をお つけよ とお 内儀さん は 注意した。 お 光 

は 橋 場の 寮 を 出て 深 川 へ 行った。 

世話人が いると か 居ない とかいう ので、 お 光 はしば 

らく そこに 待た された。 二 十両の 金 をう け 取って 深 川 

を 出た の はもう 七つ (午後 四時) さがりで、 陰った 日 



泣きに また 泣いた。 

あ i こ 

「御主人のお 慈悲 を 仇 やおろ そかに 思って はならない 

ぞ。 この 上の 御 恩返しに は せいぜい 気をつけて 御 奉公 

をし ろよ」 

主人の 前で 妹に くれぐれもこう 言い聞かせて、 栄之 

丞は 早々 に 帰った。 こんな ことで 堀 田 原へ 廻る のが 非 

常に 遅くな つた。 殊に 雪 はま だ 降り やまない ので、 彼 

がよう ようそ こへ 行き着いた 頃に は、 家の 遠い 弟子な 

ど はもう 帰って しまって いた。 栄之丞 はこ こで も 主人 

にむ か つ て 遅刻の 詫び をし なければ ならな か つ た。 

それでも 妹の 一条が 案外に 手軽く 片付いた ので、 彼 



「けしからん こと だ」 

栄之丞 もく やしかった。 妹が くやしが るの も 無理 は 

ない と 思った。 いくら 落ちぶれ ていても、 奉公の 妹 を 

そそのかして 主人の 金 を 盗み取る ほどの 人間と 見積も 

られ たの は 甚， -だ 心外で ある。 妹が 言うまでもない。 

それ は 自分から 進んで その 潔白 を 明らかにしなければ 

ならない と 思った。 それにつ けても 妹の 突き詰めた 様 

子が 不安で ならなかった。 

「よし、 よし、 万事 はおれに 任せて 置け。 決して 短気 

を 起して はならない ぞ。 ここでお 前が う つ かりした こ 

と をす ると、 あれ 見ろ、 あいつ は 悪い 事 をした 申し訳 



話 を 聴いて 彼 は 気の毒 そうな 顔 をして いた。 

「いや、 それ は 御迷惑お 察し 申します。 わたくしの 方 

いもと ご 

でも 決して 妹 御に 疑い を かける の 何のと いう 訳で は ご 

ざいません。 申せば これ も 双方の 災難で 致し方が w J ざ 

いません から、 どうか 御 心配の ないように 願います」 

こう 言われて 見る と、 栄之丞 の 方で も 取って かかり 

ようがなかった。 そのうちに 女房 も 出て 来て、 同じく 

気の毒 そうに 言い訳 をした。 自分た ち も 決してお 光 を 

疑って はいない、 お 光の 正直な こと は 自分た ち も 知つ 

ている、 たとい 誰が なんと 言おうと も 必ず 気に かけて 

くれるな と 繰り返して 言った。 こうなる と、 栄之丞 は 



栄之丞 は 黙って 考えて いた。 

「もし 兄 さまから お話しが なさりに くければ、 わたく 

しから 手紙で も あげましょう か」 

「それに も 及ぶまい。 どっちに しても 何とか 埒を あけ 

く つ たく 

るから くよくよ するな。 胸に 屈託が あると 粗匇 をす る。 

奉公 を専 一 に 気をつけろ」 

ぴん 

春の 寒い 風が 兄妹の そそけ た鬢を 吹いて 通った。 

> J はんち よ う 

妹に 別れて 栄之丞 は 南の 方へ 小 半 町 も 歩き 出した が、 

彼の 足 はに ぶリ 勝ちであった。 まったくお 光の 言う 通 

り、 いくら 立派そう な 口 を 利いても 今の 栄之丞 に 十両 

の 才覚 はとても 出来なかった。 彼は吉 原へ 行く ょリほ 



ぎても 一 日 延ばしに きょうまで 投げ やって 置いた ので 

あった。 

思えば いっそい い 機会で あるか も 知れない。 この 話 

を 兼ねて 八橋に 逢いに 行こうと 彼 は 決心した。 彼 はす 

さんや 

ぐに 向き を 変えて、 寺の 多い 町から 山 谷へ ぬけて、 まつ 

すぐに 廓へ 急いで 行った。 

「栄 之丞 さん、 お 久しい。 どうし なんした」 

新造の 浮 橋が すぐに 出て 来たが、 いつもの ように 八 

橋の 座敷へ は 通さないで、 別の 名代 部屋へ 案内した。 

誰か 客が 来て いるの だろうと 栄之丞 は 想像した。 彼 を 

そこに 待たせて おいて、 浮 橋 は そそく さと 出て 行った _ 



顔の 持ち主 を 人手に 渡す のが 彼 は 急に 惜しく もな つ た。 

栄之丞 は 飲め もしない 杯 を 手に して、 八橋の 白い 横顔 

をう つと りと 見つめて いた。 

「ぬし はこの 頃 なぜ ちっとも 寄り付き なんせん。 わた 

しとい う ものに 愛想が つきなん した かえ」 と、 八橋の 

方で も 男の 顔を視 きながら また 訊いた。 

「愛想が つきた という じゃあな いが、 あんまり 近寄る 

とお 互いの ためになる まいと 思う からだ」 

「なぜお 互いの ためにな りんせんえ」 

「身請けの 相談な どが 始まろう という 時に、 私たちが 

しげ しげ 逢う の はよ くない I 



で 、 ど ぅぞ 悪 しからず 思って ください」 

案外に もろく 折れられて、 栄之丞 も ほっとした。 次 

郎左衛 門 はふい と、 こう 言い出した。 

「そこで、 栄之丞 さん。 わたしの 方で も 卑怯な こと は 

みつがな え 

やめに して、 こうして 三人 三 鼎で 何もかも 打明けて 

相談す る ことにしましょう から、 あなたの 方で も 卑怯 

な こと は 止して 下さい。 これから も 末長くお つきあい 

を 願おうと 思って いるのに、 お 互いに 仇 同士の ような 

料簡 を もっていて は、 どうも 面白くありません からね _ 

, J の 次 郎左衛 門に 意趣 遺恨が あ つ たら、 どうぞ 遠慮な 

まと ち 

しに 真正面から ぶっかつ て 来て 下さい。 よう ござんす 



治 六 は そっと 二階へ あがって 行く と、 もう やがて 八 

よぎ 

つ (午後 二 時) というのに 次 郎左衛 門 は 衾 をす つぼり 

と 引つ かぶって いた。 障子の 外から 声をかけて、 治 六 

は 這うよう に 座敷へ いざ つ てはいる と、 次 郎左衛 門 は 

薄く 眼 を あいていた。 

「治 六 か。 どうして いる」 

久し振りで 主人から 優しい 声をかけられて、 治 六 は 

急に 悲しくな つた。 彼 は 胸が いっぱい になった ようで、 

腰から 手拭 を 取って 顔に 当てた まま 俯向いて いた。 

「何 を 泣く。 馬鹿野郎」 と、 次 郎左衛 門 は あざける よ 

うに 叱りながら 起き直った。 「だが、 貴様が 来たので 



いて 来た。 ともかくも 一度 八橋に 逢って、 起請 を 焼い 

たわけ を 聞いて 見ようかと いうよう な 未練 もお こ つた _ 

次 郎左衛 門が この頃ち つ とも 来な いとい う 訳 も 聞きた 

かった。 

この 際よ し 原に 入り込んでも 次 郎左衛 門と 顔 を 合わ 

せる 気づかい は あるまい という 一 種の 安心 もあった。 

ちょうど 天気 もよ し、 いっそ 今夜 行って 見ようと、 彼 

はふら ふらと その 気になった。 別に 用 もない からだで 

あるので、 彼 は それから 髪 結 床へ 行って、 その 帰りに 

湯に も はい つ て 来た。 

今夜 八橋に 逢って、 起請 を 焼いた わけ も 判って、 次 



かった が、 きょうは 俄か 天気で 世間 も 俄かに 春めいた 

ので、 日が 暮れる と 表に は 駕籠 屋の 威勢の いい 掛け声 

が つづけて きこえた。 ひやかしの そそり 節 も 浮いて き 

こえた。 

栄之丞 ももう じっとして はいられ なくなって、 六つ 

(午後 六 時) を 合図に 家 を 出る と、 十日のお ぼろ 月 は 桜 

の 梢 を 夢の ように 淡く 照らして いた。 

兵 庫屋へ 送られて ゆく と、 八橋 は 待ち かねてい たよ 

うに 彼 を 迎えた。 手紙に 書いて あった 恨み や 辛み は 口 

へ も 出さないで、 彼女 はた だ 懐かし そうな 笑顔で 男と 

向き合つ ていた。 お 光の 安否な どもたず ねた。 こっち 



ごとに 幾 百 株の 桜 を 植え、 芝居の 「鞘 当」 の 背景に 見 

るよう な 廓の 春 を 描き出す ことにな つたの は、 この 物 

まろ 

語の 主人公が 亡びてから 二十 年余の 後であった。 それ 

でも 春の 夜 はや はり 賑わし か つ た。 

そ のぞめき の 群れに まじって、 次 郎左衛 門 は 仲の 町 

を 忍ぶ ように 通った。 八橋の 予言 はは ずれて、 彼 は 再 

び 大門 をく ぐった のであった。 しかも、 なんの 躊躇 も 

せずに 彼 はまつ すぐに 立 花屋の 店先へ ずっと はい つた。 

「おや、 佐 野の 大尽 さま。 お 久し振りで ござりました」 

女房のお 藤 はいつ もの 通り 愛想よ く 迎えた。 次郎左 

衛門 はもう y J の 茶屋に 百両 余りの 借りが 出来て い た。 



へ 報せ に 行こうと する の を、 次 郎左衛 門 は 急に 呼び 止 

めた。 彼 は 兵 庫屋の 二階へ 登りたくなかった。 

「あ、 これ、 わたし は 少し 都合が あって、 今夜 はこ こ 

で 帰る かも 知れない から、 八橋 を ここへ 呼んでくれ ま 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「まあ、 そんな こと を 仰し ゃリ ますな。 茶屋で 帰る と 

いう 法 は) j ざり ますまい」 

女中 は 笑って 行って しまった。 

もくさん 

次 郎左衛 門 は 少し 目算が 狂った。 彼 は 今夜 八橋 を 殺 

しに 来たので ある。 それに は 兵 庫屋の 二階へ 刀 を 持つ 

て ゆく こと は 出来ない ので、 なるべく 彼女 を 茶屋まで 



て 行って しまった。 彼 は よん どころ なしに、 籠 釣瓶 を 

茶屋に あずけて 出た。 

次 郎左衛 門が 来たと 聞いた 栄之丞 は、 案外に 思った。 

八橋 は 別に 驚き もしな か つ た。 

「ほほ、 未練ら しい。 また 来なん した か」 と、 彼女 は 

平気で 笑って いた。 

栄之丞 は 廊下へ 出る にも 注意して、 なるべく 次郎左 

衛 門と 顔を合わせな いように 念じて いた。 彼 は 引け 四 

つ (十 時) 前に 帰ろうと いったが、 八橋が 無理に ひき 

留めて 放さなかった。 

この 晚は 夜な かから 南風が 吹き出して、 兵 庫 屋の庭 



結った 首 は斜に 飛んで、 つづいて 登ろうと する 浮 橋の 

足 もとに 転げ落ちた。 浮 橋 も 女房 も、 はっと 立ちす く 

ん だままで 声 も 出なかった。 

丁度 そこへ 次 郎左衛 門を迎 いの 駕籠が 来た。 駕籠 屋 

がお どろいて 口々 にわめ いた。 近所の 者も龃 けて 来た _ 

「逃げ隠れ する 者で ない。 次 郎左衛 門 はこ こで 切腹す 

る。 見と どけて くれ」 と、 次 郎左衛 門 は 二階から 叫ん 

だ。 しかし 彼が 最後の 要求 は 誰に も肯き 入れられな 

かった。 

「人殺し だ、 人殺し だ。 逃がすな、 縛れ」 

立 花屋の 店先に は 人の 垣 を 築いた。 聞き分け のない 
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